




さらに、X 線結晶構造、NMR、電子顕微鏡、X 線および中性子線による小角散乱の種々の実験において決定されるデ

ータの質を維持するための Validation Task Foce (VTF)からの報告がなされました。 
 PDBj からは、2011 年度からの NBDC による支援による新たな wwPDB メンバーとしての活動状況として、セマン

ティック・ウェブとしての RDF/PDB の開発と mmCIF および PDBML によるデータ記述の検証システムが紹介されま

した。 
 最後に、今後の問題として、wwPDB という組織とその活動が必ずしも広く認知されていない状況を改善するため

に wwPDB の Web site を改良すること、またデータの質を改善するための remediation をさらに進めることが提案され

ました。 
 一方、その会合の前日に、CCDC（Cambridge Crystallographic Data Center）の所長である Colin R. Groom 博士と wwPDB
のメンバーとの間で、wwPDBと CCDCとの新たな協力関係についての契約の調印が行われました。PDBデータには、 
 リガンドとしての低分子化合物がますます多く含まれ

るようになることから、そのアノテーションについて、

経験が深く、ツールも揃っている CCDC の協力を得る

ことがその趣旨であり、wwPDB のプライマリー・ア

ノテータは、編集時に CCDC による CSD（Cambridge 
Structural Database）の全データを閲覧・検索すること

ができるようになり、PDB のリガンドデータの質をさ

らに高めることが期待されています。さらには、CSD
データで PDB のリガンドと全く共通なものについて

は、wwPDB からも CSD の座標を公開することが許さ

れることにもなっています。 

 










